
j
i
n
a
p
u
t
r
a
.
 
a
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a

高

崎

正

芳

j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

に
つ
い
て
の
諸
問
題
の
中
、
こ
こ
で
考
察
の
対
象
と
な

る
事
柄

を
次
の
よ
う
に
大
別
す
る
。
第

一
に
は
、
仏
典
に
用
い
ら
れ
て

い
る
 
j
i
n
a
p
u
t
t
a
.
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

と
い
う
用
語

と
、
そ
の
語
が
表
現
す

る
意
味

あ
い
に
つ
い
て
の

一
連
の
検
討
。
第
二
に
は
、
同
じ
 
j
i
n
a
p
u
-

t
r
a
 
で
あ
り
言
葉
の
上
か
ら
は
相
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が

仏
典
の
造
者
に
関
連
す
る
人
名
、
A
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

と
し

て
用

い

ら
れ
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
の
一
連
の
検
討
。
と
く
に
人
名
を
め
ぐ
つ

て
、
関
連
す
る
現
存
仏
典
と
造
者
の
位
置
づ
け
を
意
図
す
る
場
合
に
、

役
立
つ
で
あ
ろ
う
考
究

の
一
端
等
に
つ
い
て
、
以
下
に
そ
の
論
述
を
進

め
て
行

く
。

一
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
.
 
j
i
n
a
p
u
t
t
a
 

は
、
言

う
ま
で
も
な
く

j
i
n
a
-
p
u
t
r
a
.
 
j
i
n
a
-
p
u
t
t
a
 

で
あ
り
、
j
i
n
a
.
 
p
u
t
r
a
.
 
p
g
t
t
a
 

の
語
は
、

仏
典
中
に
各
が
色

々
な
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
今

は
 
j
i
n
a
-

p
g
t
a
.
 
j
i
m
p
u
t
r
a
 

と
し
て
出
て
い
る
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
用
法
と

意
味
あ
い
な
ど
に
観
点
を
し
ぼ
つ
て
述
べ
て
行
く
。
j
i
n
a
p
u
t
t
a
 

に
関

し
て
は
、
現
存
パ
ー
リ
語
仏
典
で

の
 
M
i
l
i
n
d
a
p
a
n
h
a
 

中
に
見
ら
れ

る
例
が
注
意
さ
れ
る
。
ミ
リ
ン
ダ
パ
ン
ハ
自
体

の
文
献
的
な
検
討
は
、

既
に
諸
学
者
に
よ
る
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
そ
う
し

た
面
の
説
明
を
特
に
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
次
に
記
す
引
用

文
は
、
そ
の
原
典
の
成
立
や
種

々
の
経
過
過
程
を
ふ
ま
え
た
上
で
、
理

解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
の
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ジ
ナ

プ
ッ
タ
勝
者
の
子
の

一
・
二
の
例
を
示
し
て
み
る
。

も
っ
と
も
で
す
。
尊
者
ナ
ー
ガ
セ
ー
ナ
よ
、
甚
深
な
問
い
は
、
種
々
の
事

例
に
よ
っ
て
よ
く
解
か
れ
た
。
深
淵
は
明
る
く
て
ら
さ
れ
、
結
節
は
除
か

れ
、
密
林
は
切
り
ひ
ら
か
れ
、
暗
黒
は
光
明
と
な
り
、
反
対
者
の
論
は
砕
か

れ
、
勝
者

の
子
 
(
に
智

の
)
 眼
が
生
じ
た
。
-

「
ア
ー
ナ
ン
ダ
よ
、

如
来

の
舎
利
供
養
に
よ

っ
て
、
な
ん
じ
ら
自
身
、

さ

ま
た
げ
ら
れ
て
は
な
ら
な

い
」

と
い
う

の
は
、
す

べ
て
の
人

に
関

し
て
言
わ

れ
た

の
で
は
な
く

し
て
、
勝

者

の
子
た
ち
に
関
し
て
の
み
言

わ
れ
た
の
で
あ

る
。
大
王
よ
、
け
だ
し
勝
者
の
子
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
供
養
な
る
も
の

は
、
本
務
で
は
な
い
か
ら
。

初
め
の
例
文
は
、
慧
眼
を
生
じ
た
こ
と
を
云
う
場
合
の
定
型
的
な
文

章
表
現
、
と
で
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
次

の
例
文
は
、
本
経
中

の
定
型

j
i
n
a
p
u
t
r
a
,
 
a
o
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

(高

崎
)
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j
i
n
a
p
u
t
r
a
,
 
a
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

(高

崎
)

句
的
な
文
章
を
含
く
み
、
そ
れ
は
勝
者
の
子
 (仏
陀
の
子
)
 と
供
養
と
を

説
く
と
こ
ろ
で
繰
り
返
え
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
経
説
か
ら
前
後
の
文
章

と
合
せ
て
、
そ
れ
が
説
か
れ
た
頃
の
勝
者
の
子
と
い
う
語
の
意
味
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
婆
羅
門
や
、
諸
王
子
そ
の
他

一
般
在
家
者
衆

生
と
は
語
の
用
法
と
意
味
あ

い
を
別
に
し
て
説
い
て
い
る
関
係
上
、
こ

こ
で
の
 
j
i
n
a
u
t
t
a
 

が
仏
弟
子
、
比
丘
等
を
言
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。
大
乗
仏
典
に
お
い
て
は
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

の
用
法
や
意
味
あ

い
を
考
察
す
る
場
合
、
そ
の
例
は
資
料
的
に
豊
か
で
あ
る
。
そ
の
中
、
特

色
を
も

つ
た
対
象
を
選
び
出
し
て
み
る
。
喩
伽
師
地
論
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
漢
訳
で
は
玄
婁
訳
が
最
勝
真
子
、
曇
無
識

・
求
那
蹟
摩

・
両
者

の
各
別
訳
本
で
は
仏
子
と
訳
し
て
い
る
原
語
が
、
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

で
あ
る
。

チ
ベ
ッ
ト
訳
で
は
 
r
g
y
a
l
 
b
a
h
i
 
s
r
a
s
 

と
す
る
が
チ
ベ
ッ
ト
訳
語

の

場
合
も
、

最
勝
子
ま
た
は
仏
子
と
い
う
語
意
を
有

し
て
い
る
。
喩

伽

師
地
論

の
こ
の
と
こ
ろ
で
は
、
菩
薩

の
種

々
な
仮
名
を
か
ぞ
え
る
中

で
、
今

云
う
ジ
ナ
プ
ト
ラ
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
最
勝
真
子

が
、
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
 

菩
提
薩
錘
 
b
y
a
n
 
o
h
u
b
 
s
e
b
g
s
 
d
p
a
b
.
 
m
a
h
a
-

s
a
t
t
v
a
 

摩
詞
薩
錘
 
s
e
b
s
 
d
p
a
b
 
c
h
e
n
 
(
p
o
)
.
 
d
h
i
m
a
t
 

成
就
覚
慧

b
l
o
 
d
a
n
 
l
d
a
n
 
p
a
.
 
d
t
t
a
m
a
d
y
u
t
i
 
 

最
上
照
明
 O
s
a
l
 
b
a
h
i
 
m
c
h
o
g

j
i
n
a
d
h
a
r
a
 

最
勝
任
持
 
R
g
y
a
l
 
b
a
h
i
 
g
s
h
i
.
 
v
i
j
e
t
r
 

普
能
降
伏
 
r
n
a
m

(p
a
r
)
 
N
g
y
a
l
 
b
y
e
d
 
j
i
n
a
m
k
u
r
a
 

最
勝
萌
芽
 
R
g
y
a
l
 
b
a
h
i
 
m
y
u

g
g
.
 
v
i
k
r
a
n
t
a
 

勇
健
 
r
t
s
a
l
 
d
a
n
 
l
d
a
n
 
p
a
.
 
P
a
r
a
m
a
r
y
a
 

最
聖

H
p
h
a
g
s
 
p
a
h
i
 
m
c
h
o
g
.
 
s
a
r
t
h
a
v
a
h
a
 

商
主
 
U
e
d
 
d
p
o
n
 
m
a
h
a
-

y
a
s
a
s
 

大
称
 
g
r
a
g
s
 
p
a
 
c
h
e
n
 
p
o
.
 
k
r
p
a
l
u
 

憐
慰
 
s
n
i
n
 
r
j
e

M
a
h
a
p
u
n
y
a
 

大
福
 
d
s
o
d
 
n
a
m
s
 
c
h
e
.
 
H
s
v
a
r
a
 

自
在
 
U
b
g
p
h
y
u
g

U
h
a
r
m
i
k
a
 

法
師
 
O
h
o
s
 
d
a
n
 
l
d
a
n
 
(
p
a
)
 

(
漢
訳
は
玄
婁
訳
)
 な
ど
と

共
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
菩

薩

の
仮
名

と
さ
れ
る

が
、
論
の
中
で
更
に
そ
れ
ら
が
、
菩
薩
の
徳
は
内
に
存
し
、
想
に
よ
つ

て
得
 (仮
立
さ
れ
る
)
 ら
れ
る
と
説

い
て
い
る
。

な
お
ま
た
別
な
と
こ
ろ

で
は
、
如
理
請
問
菩
薩
摩
詞
薩
が
解
甚
深
義
密

意
菩
薩
に
問
う
て
、
最

勝
子
と
云
い
、
、
解
甚
深
義
蜜
意
菩
薩
は
如
理
請
問
菩
薩
に
善
男
子
と

言
う
、
そ
う
い
う
用
法
の
最
勝
子
が
示
さ
れ
て

い
る
。
(解
甚
密
経
の
文

を
引
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
。)
 大
乗
仏
典
の
中
、
今

は
特
に
喩
伽
論
だ
け
に

つ
い
て
問
題
の

一
端
を
考
察
し
た
。
以
上
 
j
i
n
a
p
u
t
t
a
 

に
つ
い
て
は
ミ

リ
ン
ダ
パ
ン
ハ
で
の
用
法

と
意
味
、
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

の
場
合
は
喩
伽
師

地
論
で
の
用
法
と
意
味
、
な
ど
に
関
す
る
各
の
特
色
に
ふ
れ
た
。
二

A
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
の
仏
典
造
者
と
し
て
の
関

連
を
、
現
存
仏
典
の
中
に
求
め
、
他
方
側
面
的
観
察
な
ど
を
加
え
て
、

仏
典
の
造
者
、
人
物
像
の
一
面
を
と
ら
え
て
み
よ
う
。

そ
の
場
合
現
在

で
は
、
漢
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
と
の
仏
典
を
主
に
し
て
述
べ
る
こ
と
に
な

る
。
玄
婁
訳
の
喩
伽
師
地
論
釈
は
、
最
勝
子
等

諸
菩
薩
造
と
さ
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
に
つ
な
が
る
事
柄
を
記
し
た
、
西

域
記

の
伝
え
が
注
意

さ
れ
る
。
即
ち
、
北
イ
ン
ド
 (
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
と
パ
ン
ヂ
ァ
ー
ブ
地
区
)
 の

境
、
鉢
伐
多
国
 
(
P
a
r
b
a
t
a
=
j
g
m
u
)
 

の
城
の
側

に
、
玄
突
の
訪
れ
た
頃

に
大
伽
藍
が
あ
り
、
僧
徒
は
百
余
人
、
並
び
に
大
乗
の
教
え
を
学
ん
で
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い
た
と

い
う
。
そ
し
て
そ
の
昔
、
慎
那
弗
咀
羅
 
(唐
に
最
勝
子
と
言
う
)

論
師
が
こ
こ
で
喩
伽
師
地
釈
論
を
製
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
賢
愛

論
師

・
徳
光
論
師
の
本
出
家

の
処

で
も
あ
る
、
と
言
う
意
味
の
こ
と
を

伝
え
て

い
る
。
喩
伽
師
地
論
釈

の
造
者
、
最
勝
子
 (慎
那
弗
咀
羅
)
 と
そ

の
学
説
に
関
し
て
は
、
慈
恩
寺
基
撰
の
大
乗
阿
毘
達
磨
雑
集
論
述
記
の

中
に
ふ
れ
て
い
る
。
ま
た
成
唯
識
論
述
記
に
も
最
勝
子
説
に
関
説
す

る
。
更

に
そ
う
し
た
こ
と
が
後
の
伝
承
な
ど
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
面

が
あ
る
。
翻
訳
名
義
集
や
枳
橘
易
土
集
な
ど
で
は
、
漢
訳
の
伝
承
に
よ

る
ジ
ナ
プ
ト
ラ
・
最
勝
子
に
つ
い
て
の
記
録
を
と
ど
め
て
い
る
。
次
に

チ
ベ
ッ
ト
訳
大
蔵
経
に
あ
る
、
a
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

造
と
さ

れ
る
仏

典
に
つ
い
て
考
察
を
す
る
。

a
・
影
印
北
京
版
Z
o
.
 
2
0
3
6
.
東

北
目
録

乞
n
o
 
1
1
4
5
 
に
 
u
k
m
 
m
u
h
o
g
 
g
s
u
m
 
l
a
 
b
s
t
o
d
 
p
a
h
i
 
h
g
r
e
l
 
p
a
,

T
r
i
r
a
t
n
a
-
s
t
o
t
r
a
-
v
r
t
t
i
 

三
宝
讃
註
が
あ
る
。

こ
れ
は
 
m
a
t
i
c
h
i
t
r
a

の
三
宝
讃

の
 
v
r
t
t
i
 

と
見
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
b
・
影

印
北
京

版
n
o
.
 
5
5
4
7
.
 

東
北
目
録
Z
o
.
 
4
0
4
6
.
 
b
y
a
n
 
c
h
u
b
 
s
e
m
s
 
d
p
a
h
i

t
s
h
u
l
 
k
h
r
i
m
s
 
k
y
i
 
l
e
h
u
 
r
g
y
a
 
c
h
e
r
 
h
g
r
e
l
 
p
a
〔
b
o
d
h
i
s
a
t
t
v
a
-

s
i
l
a
p
a
r
i
v
a
r
t
a
-
t
i
k
a
〕
.
菩

薩
戒
品
広
註
。

こ
れ
は
喩
伽
師
地
論
菩

薩
地
、
戒
品
の
 
t
i
k
a
 

と
見
ら
れ
る
も

の
。

c
・
影
印
北
京
版

Z
o
.

5
5
5
4
.
 

東
北
目
録

Z
O
.
 
4
0
5
3
.
 
c
h
o
s
 
m
n
m
 
p
a
 
k
u
n
 
l
a
s
 
b
t
u
s
 
p
a
h
i

b
s
a
d
 
p
a
,
 
a
b
h
i
d
h
a
r
m
a
s
a
m
u
c
c
a
y
a
-
b
h
u
m
i
a
.
 

阿
毘
達
磨
集
疏
。

こ
れ
は
無
著

・
阿
毘
達
磨
集
論

の
 
b
h
a
s
y
a
 

で
あ
る
。
d
・
影

印
北

京
版
n
o
.
 
5
5
5
5
.
 

東
北
目
録
n
o
.
 
4
0
4
5
.
 
m
n
o
n
 
p
a
 
c
h
o
s
 
k
u
n
 
l
a
s

b
t
u
s
 
p
a
h
i
 
r
n
a
m
 
p
a
r
 
b
s
a
d
 
p
a
 
s
h
e
s
 
b
y
a
 
b
a
.
 
a

s
a
m
u
c
c
a
y
a
-
v
y
a
k
h
y
a
-
n
a
m
a
.
 

こ
れ
は
前

の

c
と
関
連
す
る
V
y
a
-

k
h
y
a
 
で
あ
る
。
以

上
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
蔵
経

に
お

い
て
 
s
l
o
b
 
d
p
o
n

r
g
y
a
l
 
b
a
h
i
 
s
r
a
s
,
 
a
c
a
r
a
y
a
 
j
i
m
p
u
t
r
a
.
 

軌
範
師
ジ
ナ
プ
ト
ラ
 (最

勝
子
)
 造
と
し
て
い
る
も
の
を

あ
げ

た
。
な

お
、
影
印
北
京
版
 
n
o
.

20
5
8
.
 

東
北

目
録
n
o
.
 
1
1
6
9
.
 
d
e
 
b
s
h
i
n
 
g
s
e
g
s

称
頚
如
来
名
賢
劫
荘
厳
髭

・
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
の
北
京
版
の

コ
ロ
ホ
ン
で
は
 
s
a
k
y
a
s
r
i
 

(
最
勝
子
者
)
 カ
シ
ュ
ミ
ー

ル
の
パ
ン
ツ
ェ
ン
に
よ
る
著
作
」
で
あ
る
こ
と
を
記
録
し
て
い
る
。
東

北
目
録
で
は
、
著
者

・
訳
者
と
も
に
 
s
a
k
y
a
s
r
i
 

の
名
を
示
し
て
い
る

が
、
シ
ァ
キ
ャ
シ
ュ
リ
ー
は
カ
シ
ュ
ミ
ー
ル
の
パ
ン
ツ
ェ
ン
で
あ
る
こ

と
が
、
他
の
記
述
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
か
ら
、
北
京
版
の
云
う
最
勝
子

者
カ
シ

ュ
ミ
ー
ル
の
パ
ン
ツ
ェ
ン
は
、

シ
ァ
キ

ャ
シ
ュ
リ
ー
を
指
す
の

か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
北
京
版
の
コ
ロ
ホ
ン
で
は
 
r
g
y
a
l
 
b
a
h
i

p
o
 最
勝
子
な
る
も
の
、
と
い
う
表
現
を
用

い

て
い
て
、
s
l
o
b
 
d
p
o
n

R
g
y
a
l
 
b
a
h
i
 
s
r
a
s
,
 
a
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
a
r
.
 

軌
範
師
ジ
ナ
プ
ト
ラ
 (最

勝
子
)
 と
は
し
て
い
な
い
。
今
こ
こ
で
は
、
a
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
a
 

を
主

と
し
て
論
ず
る
関
係
上
、
称
頗
如
来
名
賢
劫
荘
厳
髭

の
造
者
名
に
つ
い

て
の
事
柄
は
暫
く
お
く
こ
と
に
す
る
。
ま
た
前
掲

の
a
・
b
・
c
・
d

の
各
に
関
連
し
た
、
造
者
と
内
容
の
問
題

の
細
部

に

つ
い
て
の
論
述

j
i
n
a
p
u
t
r
a
,
 
a
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

(
高

崎
)
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j
i
n
a
p
u
t
r
a
,
 
a
c
a
r
y
a
 
j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

(
高

崎
)

は
、

紙

数

の
都

合

で
こ

こ

に

は
省
略

す

る
。

し

か

し

な

が

ら
、

c
・
d

を

め
ぐ

つ

て
は

既

に

論
述

し

た
点

も

あ

る
。

そ

う

い
う

面

と

あ

い

ま

つ

て
、

今

少

し
個

別

的

に
b
、

即

ち
菩

薩

戒

品

広
註

を
主

に
、

注
意

さ

れ

る
様

相

の

一
端

を

観
察

す

る
。

軌

範

師

ジ

ナ
プ

ト

ラ
 (
最
勝
子
)
 造
、

菩

薩

戒

品

広

註

の
始

め

に

は
、

次

の
よ

う

に

説

か

れ

て

い
る
。

王
子

と
な
れ
る
文
殊
師
利
 
(菩
薩
)
 に
敬
礼

し
た
て
ま

つ
る
。

六
波
羅
蜜
が
常
数

で
あ
る
が
。

ま
た
 
(
論
)
 中
の
教
説

の

「
一
切
に
お
け

る
、
自
性

に
よ
る
」
(
自
性
、

一
切
)
 と
い
わ
れ
る
等

は
正

に

ウ
ダ
ー

ナ
の

一
偶

に
よ
る
教
説

で
あ
る
。

(
こ
こ
で
は
)
 正

に
九
種

に
よ

っ
て
戒

の
波

羅

蜜
を
設
定
す
る

こ
と
を
知
る

べ
き
で
あ
る
。

九
種

を
設
定

す
る

の
は
、
実

に

前

の
教
説

の
ご
と
く

で
あ

る
。
自
性

の
教
説

か
ら
清

浄

の
教

説

に
至

る
等

(
の
ご
と
く
)
 で
あ
る
。

四
種

の
功
徳

を
具
す
、

と
言

う
の
は
、
四

種
に
よ
っ
て
菩
薩
の
戒
の
自
性
を
設
定
す
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
と
言
わ

れ
る
意
昧
で
あ
る
。
四
種
の
功
徳
は
要
略
す
れ
ば
二
種
に
よ
っ
て
設
定
す

る
。
云
々
、
以
下
略
。

こ
う

し
た
軌
範
師

・
最
勝
子
造
の
広
註
と
、
喩
伽
師
地
論
、
菩
薩
地

戒
品
の
説
と
を
照
合
し
な
か
ら
読
み
、
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者

の
関
連
や
相
異
が
浮
か
び
あ
が
つ
て
く
る
が
、
最
勝
子
造
広
註
の
説
き

方

の
特
色
に
は
注
意
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
今

チ
ベ
ッ
ト
訳
か
ら
和
訳

し
た
文
章
に
お
い
て
も
、

そ
の

一
端
を
読
み
と
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ

ろ
う
。

喩
伽
師
地
論
菩
薩
地
戒
品
の
註
釈
は
、
最
勝
子
造
の
他
、

チ
ベ

ッ
ト
蔵

経
の
中
に
 
s
l
o
b
 
d
p
o
n
 
y
o
n
 
t
a
n
 
h
o
d
,
 
a
c
a
r
y
a
 
g
u
n
a
p
r
a
-

b
h
a
 造

と

せ

ら

れ

る
、

し
 
d
y
a
n
 
c
h
u
b
 
s
e
m
s
 
d
p
a
h
i

k
y
i
 
l
e
h
u
 
b
s
a
d
 
p
a
,
〔
b
i
d
h
i
-
s
a
t
t
v
a
-
s
i
l
a
-
p
a
r
i
v
a
r
〕

笠
口

薩
戒
品
疏

・
影
印
北
京
版
Z
o
.
 
5
5
4
6
.
 
東

北
目
録
Z
o
.
 
4
0
4
5
が

あ
る
。

軌
範
師

・
徳
光
の
著
作
と
さ
れ
る
も
の
は
チ
ベ
ッ
ト
蔵
経
中
、

こ
の
他

に
も
比
較
的
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
と
も
か
く
、
菩
薩
戒
品
に
関
す

る
註
釈
の
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
、
蔵
経
に
収
録
さ
れ
る
順
序
か
ら
見
る
と
、

徳
光
の
戒
品
疏
の
次
に
最
勝
子
の
広
註
が
お
か
れ
て
い
る
。
ま
た
分
量

は
後
者
が
前
者
よ
り
も
長
文
で
あ
る
。
そ
う
言
う
両
者
が
各
に
そ
の
内

容
上
の
特
質
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今

の
べ
な
い
で
お
こ
う
。
た
だ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
伝
統
に
お
い
て
、
徳
光

の
律
学
は
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
徳
光
が
世
親
に
師
事
し
た
と
す

る
チ
ベ
ッ
ト
の

一
史
伝
に
も
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
徳
光
や
最

勝
子
の
戒
品
の
註
釈
は
漢
訳
に
は
現
在
し
な
い
が
、
他
方
既
に
関
説
し

た
よ
う
に
最
勝
子
等
造
の
喩
伽
師
地
釈
論

・
一
巻

の
漢
訳
 (玄
婁
)
 が
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
関
係
し
て
、
倫
記

一
や
増
明
記

一
の
記
述
に

よ
れ
ば
、
釈
論
の
梵
本
は
実
に
多
量
で
あ
つ
た
と
言
う
。
そ
れ
に
し
て

も
、
最
勝
子
に
か
か
る
喩
伽
師
地
論
関
係
の
、
漢

・
蔵
の
註
釈
類
が
得

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
意
義
深
い
。
し
か
も
各
の
註
釈
は
、
本
論
よ
り
も

や
や
後
代
に
成
立
し
た
面
が
観
察
さ
れ
る
点
で
、
そ
の
造
者

諺
。費
鴇

j
i
n
a
p
u
t
r
a
 

を
め
ぐ
る
る
他
の
著
作
 (
c
・
d
)
 な
ど

と
の
関
連
 
(印
仏

研
第
十
九
の
二
・
二
四
-
二
七
頁
)
 も
ま
た
重
要

と
な
る
。
註
略
。
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